
  

薬物乱用とは？

• 薬物乱用とは、社会のルールからはずれた方法や
目的で、薬物を使うこと。

• 覚せい剤などの違法な薬物は、一回だけの使用で
も乱用になり、同時に犯罪になる。

• たとえ医薬品でも、本来の医療目的から逸脱した用
法や用量あるいは目的(遊びや快感を求めるため)
に使用することも乱用である。

　

　　　　　　　　　１度使用しても乱用

　　　規制薬物は所持しているだけでも処罰



  

薬物乱用のおそろしさ！　Ⅰ

• 単に乱用者自身の精神や身体上の問題に
とどまらず、家庭内暴力などによる家庭の
崩壊、さらには、殺人、放火等悲惨な事件
の原因にもなり、社会全体への問題と発展
します。 

• 麻薬や覚せい剤などの薬物は、使用してい
るうちにやめられなくなるという"依存性"と、
乱用による"幻覚"、"妄想"に伴う自傷、他
害の危険性があるという大きな特徴があり
ます。 



  

薬物乱用のおそろしさ！　Ⅱ

• 一度だけのつもりがいつの間にか中毒とな
り、一度しかない人生が取り返しのつかない
ものとなるのです。 

• このような薬物乱用の恐ろしさを十分に知っ
ていただき、薬物乱用問題を考える際に参
考にしていただきたいと思います。



  

始めるきっかけ Ⅰ

・日常生活の中に薬物乱用への誘惑が存在

　しています。快感への追求、好奇心といった
ものがほとんどと思われていますが、それ
だけではありません。

・遊び友達、昔の同級生、職場の仲間など、

　ちょっと見たところ、信頼のおける身近な人

　からすすめられ、いつのまにか薬物乱用に

　染まってしまう場合もあります。



  

始めるきっかけ Ⅱ

・偶然の出会いも多く、たまたま行った友人宅
のパーティーでシンナーやマリファナと出会
い、その後乱用をくりかえすといったケース
がよくみられます。

→レイブ（昨年８月に群馬県で逮捕者が出た）

・「やせられる」「自信がつく」「充実感がある」

　「スカッとする」「元気がでる」といった誘い言

　葉についのせられ、危険な薬物とは知らず

　に手をだしてしまうケースもあるのです。 　



  

始めるきっかけ Ⅲ

・密売人から見ると、学生は良いお客さんで

　ある。

・耳障りの良い言葉で誘ってくる。

　大麻はタバコより害がない。

　疲れが取れる

　頭がすっきりする・嫌なことを忘れられる感
じがする

　無理なくやせ、スマートになる 



  

乱用薬物の種類（興奮系）

• 覚せい剤

• ＭＤＭＡ

• コカイン



  

乱用薬物の種類（抑制系）

• 有機溶剤

• 向精神薬

• 麻薬（あへんなど)

　



  

乱用薬物の種類（幻覚系）

• ＬＳＤ

• 大麻

• マジックマッシュルーム



  

乱用薬物の種類（その他）

• 違法ドラッグ・指定薬物



  

府警本部分析
平成２２年２月

• 平成２０年７月から平成２１年１２月までの期
間に大麻取締法で摘発した少年１９人の取り
調べ調書を分析



  

高校生　：１０人

高校中退：８人

中卒　　　：１人

府立、私立、専門学校の偏りはない



  

非行歴

• 非行歴あり：１２人

• 非行歴なし：７人



  

喫煙習慣

• 中学校１年生から：１２人

• 中学校２年生から：６人

• 高校１年から：１人

• 全員に喫煙経験があった。



  

主な入手先

• 先輩・友人の売人：１２人

• 友人：５名

• 市中の売人：２人



  

使用期間

• １２ヶ月未満：６人

• １２～２３ヶ月：１１人

• ２４ヶ月以上：２人

• 最長３５ヶ月

• 平均１５ヶ月



  

使用頻度

• 月１０回未満：１５人

• 月１０回以上：４人



  

使用した金額

• １０万未満：１５人

• １０万以上：１０人

• ３０万以上：３人

• 最高４０万以上



  

　

• 乱用の背景 [編集]
• 大麻事犯増加の背景として大麻の栽培が簡易である事や大麻は古くから日本各
地で栽培され、野生化していた上に、旧日本軍が第二次世界大戦前より軍需品
生産を目的として長野県や北海道などで生産を推奨したため、第二次世界大戦
後の大麻取締法の制定後も、北海道[69]、長野、東北地方などに自生している。
そのため、行政が駆除しているが、生命力が強く、駆除は困難である。特に自生
大麻の多い北海道では行政主導のもと撲滅運動を行っている。これら野生化し
た地域では違法取引価格が他の地域より破格に安価であったり、採取が可能な
ことから、大麻事犯の増加の一因と指摘されている。そのほかにインターネットの
普及で栽培方法を知ったり、ネット通販で観賞用としての名目で、大麻の種や栽
培・吸引用具が販売されていることも挙げられる。

• また、覚せい剤事犯の減少によって取り締まりの矛先が大麻事犯へ向けられて
いることが大麻事犯の検挙数増加の一因となっているという見方がある[70]。

• 2008年、乾燥大麻の押収量389.9kgのうち73.9kgは密輸入されたものである。
乾燥大麻の仕出地は南アフリカからの密輸入量の33.9kgが最も多く、密輸入事
犯（47件）の仕出地ではアメリカの13件に次いでタイの9件が多くなっている[61]。

• 2008年にコアマガジン社が、大麻栽培方法を紹介した雑誌を出版し、問題となっ
た。東京都は同年3月に、都の青少年健全育成条例に基づき、この雑誌を、18歳
未満が閲覧できない有害図書に指定、同社に対しても処分を行った。同社はそ
の後も、同年12月に類似した内容の雑誌を出版した。都は再び厳重注意とした
が、流通禁止措置には踏み切らなかった。この雑誌は都の指導後も
インターネットなどで流通していたが[71]、現在は廃刊となっている。

http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E5%A4%A7%E9%BA%BB&action=edit&section=21
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%8D%E3%83%83%E3%83%88
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8D%E3%83%83%E3%83%88%E9%80%9A%E8%B2%A9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%97%E3%82%A2%E3%83%95%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%82%A2%E3%83%9E%E3%82%AC%E3%82%B8%E3%83%B3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9B%91%E8%AA%8C
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/3%E6%9C%88
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9D%92%E5%B0%91%E5%B9%B4%E5%81%A5%E5%85%A8%E8%82%B2%E6%88%90%E6%9D%A1%E4%BE%8B
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%89%E5%AE%B3%E5%9B%B3%E6%9B%B8
http://ja.wikipedia.org/wiki/12%E6%9C%88
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%8D%E3%83%83%E3%83%88


  

依存性薬物の最大の恐さは依存形成にあ
る

耐性

薬が切れる

薬物探索行動

乱用の繰り返し

回復はあっても治ることはない回復はあっても治ることはない

好奇心・ストレス

甘い誘い

・　シンナー

・　大麻

・　覚せい剤

・　ＭＤＭＡ

・　麻薬

・　アルコール・タバコ

精神的・身体的苦痛

薬物乱用

普通の生活 好奇心・ストレス

甘い誘い



  

薬物乱用の体への有害性

目
瞳孔散大

目
瞳孔散大

心臓
血圧上昇

心臓
血圧上昇

胃
食欲減退・衰弱・吐き気・嘔吐

胃
食欲減退・衰弱・吐き気・嘔吐

腕
静脈炎・注射痕

腕
静脈炎・注射痕

感染症
肝炎・HIVなど

感染症
肝炎・HIVなど

1回1回の乱用が確実に脳にダメージを与える！！1回1回の乱用が確実に脳にダメージを与える！！

脳
精神障害・覚せい剤精神病

（幻聴・幻視・妄想など）

脳
精神障害・覚せい剤精神病

（幻聴・幻視・妄想など）

気管支炎
粘膜異常

気管支炎
粘膜異常

肺
粘膜異常・肺がん

肺
粘膜異常・肺がん



  

薬物を乱用することで引き起こされるこ
と

・身体的症状

　退薬症状（きつい脱力感・イライラ・抑うつ）

　急性中毒により死亡に至ることもある。
覚せい剤⇒瞳孔散大、血圧上昇、食欲抑制、静脈炎

大麻⇒酩酊状態、興奮状態、生殖器官の異常

　　



  

薬物を乱用することで引き起こされるこ
と

・精神的症状

　幻覚（幻聴、幻視、幻臭）、妄想

　また、これらによる自傷や犯罪



  

• 大麻検挙事犯は３０歳未満が過半数を超える
。

• 大麻の初犯者率は８０％を超える。　　　　　

（裾野が広がる傾向）

• 年齢があがるにつれ、薬物に対する認識が甘
くなる傾向にある。



  

大阪府の事件

男子生徒（中３）が、祖母宅に宿泊。

　兄（高３）によると、１４日午前１時ごろ、男子生

徒が「眠れない」と訴えたため、「睡眠薬」として

アメリカ村で購入した２種の錠剤計５～７錠を飲

ませたという。 
兄も同じ量の錠剤を飲んだが異状はなかった

という。警察が２種類の錠剤を調べたところ、い

ずれも医師の処方が必要な向精神薬 だった。



  

兵庫県の事件

• 　捜査関係者によると、無職の男（５２）が、１５日午
後６時頃、明石市内の公園で、市内の中学３年の女
子生徒３人（いずれも１４歳）に向精神薬を無償で譲
り渡した。

• 　２人の生徒が１６日朝に服用して、学校で倒れるな
ど体調不良を訴えて病院で受診。１人は胃洗浄など
の治療を受けたが入院した。

• 　生徒のうちの１人が男と知り合いといい、男は「不
安がなくなる薬」「これを飲んだら気持ちよくなる」な
どと言って、向精神薬を渡したという。



  

過去の事件（平成２０年）

• 兵庫県警は、大麻取締法違反（所持）の疑いで神戸
市東灘区の私立高校３年の女子生徒（１９）を逮捕、
送検したと発表した。

• 女子生徒は「外国人から購入し、５～６回くらい吸っ
た」などと供述しているという。

• 女子生徒は「同級生に誘われて１年前くらいに初

　めて吸った。財布内の大麻は今年７月中旬、三宮

　でインド人から１グラム７０００円で買った」と供述。

　・・・・に大麻を入れて、ライターで火を付けて吸って

　いたという。



  

大学生に広がる薬物汚染

５月：Ka大構内における大麻密売

１０月：Kｅ塾大構内における大麻密売

１０月：Ｈｏ大生の大麻所持

１１月：Ｄ社大生の大麻所持

１２月：Ｋa学大講師の覚せい剤所持

２月：Ｔ洋大生　覚せい剤密輸（闇サイト）

２月：Ｋ都大生（大麻所持、不起訴）

３月：Ｎ体大生　大麻所持　
　　など
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